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「
難
病
を
考
え
る
」
講
演
会
開
催

　

去
る
平
成
五
年
三
月
七
日
、
東
京
・
池
袋
の

芸
術
劇
場
で
、
全
難
連
主
催
の
第
四
回
「
難
病

を
考
え
る
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
難
病
の
啓
蒙
を
め
ざ
し
て
、
全
難
連

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
公
開
講
演
会
で
、
今
回

は
、
神
経
難
病
患
者
に
合
併
症
で
見
ら
れ
る
眼

の
病
気
と
、
今
話
題
の
院
内
感
染
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
患
者
自
身
や
家
族
が
病

気
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
医

療
従
事
者
や
一
般
の
方
に
も
難
病
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
病
院
や
保
健
所
、
さ
ら
に
は
マ

ス
コ
ミ
に
も
働
き
か
け
て
、
広
く
案
内
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
患
者
や
家
族

だ
け
で
な
く
、
病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
看

護
婦
、
保
健
婦
さ
ん
、
福
祉
学
生
な
ど
百
余
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
持
つ

な
ど
、
有
意
義
な
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
腎
協
の
柳
さ
ん
の
司
会
で
、
次
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
し
ま
し
た
。

一
、
会
長
挨
拶

　

岩
下
宏
全
難
連
会
長

二
、
講
演

　

①
神
経
難
病
と
眼
の
病
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
野
和
雄
先
生

　
　
　
　
　

（
北
里
大
学
医
学
部
眼
科
助
教
授
）

　

②
難
治
感
染
症
と
そ
の
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
井
乙
彦
先
生

　
　
　
　

（
帝
京
大
学
医
学
部
第
二
内
科
教
授
）

三
、
質
疑
応
答

四
、
閉
会
挨
拶

　

武
田
治
子
全
難
連
副
会
長

　

な
お
講
演
内
容
は
順
次
本
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

　

次
回
講
演
会
は
左
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
（
参
加
費
は

無
料
）
。

○
日
時
平
成
五
年
十
一
月
七
日
（
日
）
午
後

○
場
所

〇
講
師

○
演
題

一
時
半
よ
り

　
　
　
　
　

一

東
京
新
宿
区
、
戸
山
サ
ン
ラ
．

Ａ
・
デ
ー
ケ
ン
上
智
大
学
教
一

生
と
死
に
つ
い
て
考
え
る
【
】

ヴ

ズ

凛仮
１
　
）
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国
立
療
養
所
東
京
病
院
を
見
学

　
　
　
　
　
　

全
腎
協

　

長
谷
川
孝

　

去
る
二
月
十
八
日
、
岩
下
会
長
他
三
名
の
役

員
で
、
東
京
都
清
瀬
市
に
あ
る
国
立
療
養
所
東

京
病
院
の
神
経
内
科
病
棟
（
第
一
〇
病
棟
）
を

訪
ね
ま
し
た
。

　

が
っ
て
の
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
広
い
林
の

中
に
、
平
屋
建
て
の
病
棟
が
い
く
っ
も
並
び
、

迷
路
の
よ
う
な
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

廊
下
の
天
井
か
ら
は
、
所
々
に
灰
色
の
寒
空
が

見
え
、
と
て
も
快
適
な
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
看
護
婦
さ
ん
方
は
明
る
く
、
第
一
〇

病
棟
に
着
く
と
、
上
田
婦
長
さ
ん
が
、
忙
し
く

出
入
り
す
る
看
護
婦
さ
ん
達
に
テ
キ
パ
キ
と
指

示
さ
れ
た
後
、
笑
顔
で
私
達
を
迎
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。
食
堂
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
病
院

側
で
用
意
し
て
く
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
栗
崎

部
長
と
上
田
婦
長
さ
ん
と
で
、
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
病
院
に
神
経
内
科
が
で
き
た
の
は

一
九
七
七
年
で
一
月
で
東
大
神
経
内
科
に
入
院

中
の
患
者
が
移
さ
れ
て
、
始
ま
り
ま
し
た
。
移

さ
れ
た
の
は
多
発
性
神
経
炎
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
骨
軟
化
症
の
患

者
さ
ん
達
で
し
た
。
当
時
は
治
療
の
難
し
い
神

経
内
科
の
患
者
が
長
期
に
入
院
し
、
療
養
で
き

る
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
状
態
で
、
東
京

病
院
は
そ
の
先
駆
け
的
な
存
在
で
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
に
は
第
一
〇
病
棟
は
神
経
内
科

の
専
門
病
棟
と
な
り
、
八
三
年
に
増
改
築
し
て
、

内
容
も
充
実
し
ま
し
た
。
現
在
ベ
ッ
ド
数
は
三

八
ベ
ッ
ド
、
医
師
二
名
、
看
護
婦
一
七
名
、
看

護
助
手
三
名
で
や
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
夜
勤
二

名
、
早
出
二
名
で
す
。

　

現
在
入
院
中
の
患
者
は
重
篤
な
方
が
多
く
、

二
〇
名
の
患
者
さ
ん
は
自
分
で
表
現
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
は
細
か
な
ケ
ア
内

容
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
消
毒
の
種
類
、
散
歩
、

排
尿
の
時
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
一
人
一
人
異

な
り
、
ケ
ア
も
大
変
で
す
。

　

平
均
入
院
日
数
は
三
年
か
ら
四
年
。
｝
○
年

以
上
の
長
期
入
院
患
者
も
い
ま
す
。
入
院
受
け

付
け
に
制
限
が
あ
り
、
か
な
り
重
症
の
患
者
で

も
外
来
で
診
て
い
る
と
の
こ
と
。
も
っ
と
ベ
ッ

ド
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
、
と
の
質
問
に
、
ベ
ッ
ド
数
の
問
題
も
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
超
高
感
度
磁
気
断
層

撮
影
装
置
）
が
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
現

在
東
京
病
院
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
な
い
た
め
、
他
の

病
院
で
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
、
患

者
の
移
送
に
か
か
る
費
用
は
全
額
患
者
の
自
己

負
担
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
患
者
を
寝
た
ま
ま
入
れ
ら
れ
る
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
式
の
お
風
呂
が
も
う
一
台
ほ
し
い
、

今
の
設
備
で
は
週
一
回
し
か
入
浴
さ
せ
て
あ
げ

ら
れ
な
い
、
と
の
回
答
で
し
た
。
お
二
人
と
も

多
忙
の
中
、
約
一
時
間
か
け
て
、
丁
寧
に
説
明

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
病
棟
内
を
上
田
婦
長
さ
ん
の
案
内

で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
患
者
、

重
症
患
者
が
目
立
ち
ま
し
た
。
動
け
な
い
患
者

が
ベ
ッ
ド
に
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
器

具
な
ど
に
も
細
か
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

病
室
は
四
人
か
ら
六
人
程
度
で
、
割
合
ゆ
っ
た

り
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
し
た
。

　

見
学
を
終
え
て
、
上
田
婦
長
さ
ん
に
お
礼
を

述
べ
、
私
達
も
重
度
の
難
病
を
抱
え
る
患
者
さ

ん
方
の
た
め
に
、
さ
ら
に
運
動
を
進
め
る
こ
と

を
約
束
し
て
、
病
棟
を
後
に
し
ま
し
た
。

一
ｎ
乙一
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りに

ト
ピ
ッ
ク
ス

全
難
連
、
土
曜
協
議
会
で

　
　

厚
生
省
と
折
衝

　

去
る
四
月
八
日
、
全
難
連
は
土
曜
協
議
会
に

出
席
し
、
厚
生
省
と
懸
案
の
諸
問
題
に
つ
い
て

話
あ
い
ま
し
た
。

　

土
曜
協
議
会
（
土
曜
政
策
ネ
ッ
ト
）
は
社
会

党
系
の
国
会
議
員
等
で
構
成
す
る
政
策
集
団
で
、

こ
の
日
は
五
島
正
規
議
員
が
出
席
、
厚
生
省
側

か
ら
は
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
そ
の
他
、
関

係
課
の
課
長
補
佐
、
担
当
官
が
出
席
、
全
難
連

の
代
表
を
交
え
て
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
神
経
難
病
に
対
す
る
取
り
組
み

ア
、
入
院
問
題
を
是
正
す
る
た
め
、
国
立
療
養

　

所
、
国
立
病
院
に
神
経
難
病
の
ベ
ッ
ド
を
確

　

保
す
る
と
共
に
、
入
院
時
医
学
管
理
料
等
を

　

改
善
し
て
、
他
の
総
合
病
院
で
も
受
け
入
れ

　

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

こ
れ
に
対
し
て
厚
生
省
側
か
ら
は
、
現
在

　

一
三
八
の
療
養
所
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
い

　

る
が
、
今
後
と
も
積
極
的
に
進
め
て
ゆ
く
。

　

医
学
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
体
系

　

全
体
の
中
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

　

今
す
ぐ
に
ど
う
こ
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い

　

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

イ
、
在
宅
療
養
患
者
を
介
護
す
る
た
め
に
、
①

　

介
護
人
の
派
遣
充
実
、
②
生
活
保
障
面
の
配

　

慮
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

①
の
介
護
人
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
ル
ド
プ

　

ラ
ン
が
進
捗
中
で
、
平
成
五
年
度
に
は
ヘ
ル

　

パ
ー
を
さ
ら
に
五
千
人
増
や
す
、
②
特
別
障

　

害
者
手
当
の
受
給
者
が
昨
年
度
で
四
〇
〇
名

　

増
え
て
い
る
、
と
厚
生
省
。
問
題
は
こ
れ
ら

　

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
難
病
患
者
の
介
護
に
向

　

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
老
齢
者
対
策
に
劣

　

ら
ず
、
難
病
患
者
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
ほ

　

し
い
と
、
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
五
島
議
員
か
ら
は
、
第
二
次
医
療
圏

　

ご
と
に
難
病
対
策
を
考
え
る
な
ど
、
地
域
医

　

療
計
画
の
中
で
難
病
問
題
に
取
り
組
ん
で
ゆ

　

く
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
医
療
法
改
正
に
伴
う
問
題

ア
、
特
定
機
能
病
院
に
つ
い
て

　

①
紹
介
率
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
上
限
か
、
下

　
　

限
か
。
ｊ
努
力
目
標
で
あ
っ
て
、
全
面

　
　

的
な
紹
介
制
は
と
ら
な
い
。

　

②
こ
れ
に
よ
っ
て
病
院
が
系
列
化
し
な
い
か
。

　
　

－
‐
系
列
化
は
趣
旨
に
反
す
る
。

　

③
長
期
入
院
が
可
能
か
。
－
－
特
定
機
能
病

　
　

院
に
療
養
型
病
床
群
を
置
く
こ
と
は
可
能

　
　

で
、
長
期
入
院
で
き
る
と
考
え
る
。

イ
、
療
養
型
病
床
群
に
つ
い
て

　

①
は
た
し
て
難
病
患
者
が
入
院
で
き
る
か
。

　
　

ｌ
ｌ
病
状
安
定
期
の
患
者
を
収
容
す
る
。

　
　

病
気
に
よ
っ
て
区
分
け
は
し
な
い
。

　

②
現
行
の
介
護
体
制
で
は
、
難
病
患
者
は
安

　
　

心
し
て
入
院
で
き
な
い
。
－
－
濃
密
な
ケ

　
　

ア
を
要
す
る
患
者
は
対
象
外
。
こ
れ
ら
の

　
　

患
者
は
一
般
病
床
棟
に
収
容
す
る
。

　

③
療
養
型
病
床
群
を
持
だ
な
い
病
院
が
、
長

　
　

期
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
な

　
　

る
の
で
は
。
‐
‐
―
そ
の
心
配
は
な
い
と
考

　
　

え
る
が
、
も
し
そ
う
い
う
事
態
が
起
き
れ

　
　

ば
、
是
正
を
指
導
し
て
い
く
。

三
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
に
つ
い
て

　

今
回
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
、
差
額
ベ
ッ
ド

代
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
が
。
－
適
正
な
額
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
る
。
行
き
す
ぎ
の
な
い
よ
う
指
導
し

て
ゆ
き
た
い
。

３
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〈
第
三
回
「
難
病
を
考
え
る
集
い
」
講
演
〉

全
身
病
と
眼
の
病
気
東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
眼
科
教
授

　

小
暮
美
津
子

　

厚
生
省
の
難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
患
者
の

多
く
に
、
眼
の
病
気
が
合
併
し
ま
す
。
な
か
に

は
眼
症
状
が
メ
イ
ン
で
、
重
症
の
視
力
低
下
を

お
こ
し
社
会
的
に
も
問
題
と
な
る
も
の
か
ら
、

軽
症
で
気
が
つ
か
な
い
も
の
、
知
ら
な
い
う
ち

に
後
遺
症
を
お
こ
し
、
そ
の
た
め
の
治
療
に
苦

慮
す
る
も
の
、
慢
性
に
経
過
し
、
難
治
性
の
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
治
療
薬
と
し
て

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
も
、
眼

に
副
作
用
を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。
病
気
を
正
し

く
認
識
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
難
病
の

治
療
や
療
養
生
活
を
送
る
上
で
の
鉄
則
で
も
あ

り
ま
す
。

　

全
身
症
状
が
重
症
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
と

か
く
眼
症
状
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
気
が

付
い
た
時
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
た
り
、
す

で
に
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
お
互
い
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
今
回
は
難
病
に
合
併
す

る
眼
症
状
の
中
で
、
一
般
に
は
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
い
な
い
所
見
を
挙
げ
て
述
べ
ま
す
の
で
、

参
考
に
さ
れ
、
眼
科
で
ご
相
談
下
さ
い
。

一
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
の
眼
合
併
症

１
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
眼
合
併
症

　

Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
急
性
期
や
増
悪
期
に
眼
症
状
が
お

こ
る
。
頻
度
は
網
膜
症
一
〇
～
三
〇
パ
ー
セ
ン

ト
、
乾
性
角
結
膜
炎
七
～
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

前
部
ぶ
ど
う
膜
炎
〇
・
五
～
二
・
〇
パ
ー
セ
ン

ト
、
強
膜
炎
・
上
強
膜
炎
○
～
一
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。
眼
症
状
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
内
服

で
、
全
身
症
状
の
改
善
と
と
も
に
消
失
す
る
変

化
で
あ
る
。

　

眼
底
に
は
出
血
や
白
斑
、
血
管
炎
な
ど
が
お

こ
る
。

２
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

　

二
大
眼
合
併
症
は
強
膜
炎
と
乾
性
角
結
膜
炎

で
、
経
過
中
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
に

認
め
ら
れ
る
。
重
症
な
強
膜
炎
は
強
膜
壊
死
を

お
こ
し
た
り
、
ぶ
ど
う
膜
炎
か
ら
網
膜
剥
離
に

至
る
も
の
も
あ
る
。

　

網
膜
剥
離
は
予
後
が
悪
く
、
視
力
は
著
し
く

低
下
す
る
。
角
膜
に
で
き
た
潰
瘍
は
、
往
々
に

し
て
治
り
に
く
い
。
い
た
み
や
涙
目
、
異
物
感
、

充
血
な
ど
を
自
覚
す
る
。
ま
れ
に
角
膜
が
穿
孔

す
る
。

　

強
膜
炎
は
白
目
の
充
血
と
目
を
動
か
し
た
時

の
痛
み
で
あ
る
。
充
血
は
上
眼
瞼
（
う
え
ま
ぶ

た
）
の
下
の
白
目
で
角
膜
よ
り
に
よ
く
お
き
る
。

３
、
若
年
関
節
リ
ウ
マ
チ

　

約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
前
部
ぶ
ど
う
膜
炎

（
虹
彩
毛
様
体
炎
）
を
合
併
す
る
。
乾
性
角
結

膜
炎
は
あ
ま
り
お
き
な
い
。
眼
症
状
は
侵
さ
れ

る
関
節
の
数
の
少
な
い
、
軽
症
の
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
多
い
。
Ｒ
Ａ
陰
性
で
、
抗
核
抗
体
陽
性
の

女
児
に
眼
合
併
率
は
高
い
。
眼
症
の
予
後
は
悪

く
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
視
力
〇
・
一
以

下
と
な
る
。

　

一
般
に
眼
の
充
血
や
痛
み
は
軽
い
の
で
、
気

が
付
い
た
時
に
は
、
白
内
障
や
緑
内
障
、
帯
状

角
膜
変
性
な
ど
の
後
遺
症
に
よ
っ
て
、
視
力
は

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

４
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４
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

　

ド
ラ
イ
ア
イ
は
あ
ま
り
に
も
良
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
単
発
で
く
る
よ
り
も
他
の
膠
原
病
や

自
己
免
疫
疾
患
と
重
複
す
る
も
の
の
方
が
多
い

（
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く

は
女
性
で
占
め
ら
れ
、
発
症
の
ピ
ー
ク
は
五
〇

歳
前
後
に
あ
る
。

　

糸
状
角
膜
炎
も
お
き
や
す
い
。
角
膜
の
表
面

が
よ
れ
て
糸
状
に
な
る
も
の
で
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す

る
。
ド
ラ
イ
ア
イ
で
は
、
眼
球
痛
や
視
力
低
下
、

異
物
感
、
目
の
乾
燥
感
な
ど
を
自
覚
す
る
。

　

種
々
の
人
工
涙
液
で
涙
液
の
減
少
を
補
う
が
、

慢
性
化
し
、
難
治
性
で
、
基
礎
疾
患
寛
解
後
も

ｔｔ一
一
‘

’
一

『
一 一一
‘

ｔ一ご

な
か
な
か
治
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
な
か
に
は

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
全
身
投
与
や
、
免
疫
抑
制
剤

な
ど
に
よ
る
治
療
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。

５
、
潰
瘍
性
大
腸
炎

　

一
〇
～
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
虹
彩
毛
様
体
炎

が
合
併
す
る
。
虹
彩
炎
の
程
度
に
よ
っ
て
、
視

力
低
下
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
充
血
や
ま
ぶ
し

い
、
涙
っ
ぽ
い
、
い
た
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が

あ
る
。
虹
彩
炎
を
お
こ
し
た
人
の
八
〇
パ
ー
セ

ン
ト
が
関
節
症
状
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

虹
彩
炎
は
大
腸
病
変
が
広
域
に
わ
た
る
も
の

に
起
き
や
す
く
、
大
腸
病
変
の
術
後
は
軽
快
ま

た
は
消
失
す
る
も
の
が
多
い
。

６
、
ク
ロ
ー
ン
病

　

五
～
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
虹
彩
毛
様
体
炎
が
合

併
す
る
。
多
く
が
軽
症
か
ら
中
等
度
の
虹
彩
炎

で
あ
る
。
皮
膚
症
状
や
、
口
腔
粘
膜
症
状
な
ど

の
腸
管
外
合
併
症
の
数
の
多
い
場
合
に
、
虹
彩

炎
は
お
き
や
す
い
。

　

関
節
症
状
の
あ
る
人
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
に
虹
彩
炎
は
合
併
し
、
腸
管
症
状
の
発
症
後

一
年
以
内
に
出
現
頻
度
が
高
い
。

７
、
皮
膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎

　

上
眼
瞼
に
、
特
徴
あ
る
紫
紅
色
の
浮
腫
性
紅

斑
が
現
れ
る
。
眼
の
奥
に
浮
腫
が
お
こ
る
と
、

眼
球
突
出
や
眼
球
運
動
障
害
、
複
視
（
物
が
二

重
に
み
え
る
）
な
ど
を
訴
え
る
。
筋
力
の
低
下

で
も
複
視
や
眼
球
運
動
障
害
が
お
こ
る
。

　

ほ
か
に
は
ド
ラ
イ
ア
イ
や
強
膜
炎
、
前
部
ぶ

ど
う
膜
炎
が
お
き
、
眼
底
に
は
出
血
や
白
斑
、

視
神
経
炎
な
ど
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

二
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
眼
に
対
す
る
副
作
用

　

こ
れ
ら
の
疾
患
の
急
性
期
に
最
も
繁
用
さ
れ

る
の
が
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
局
所
ま
た
は
全
身

療
法
で
あ
る
。
眼
科
領
域
に
も
種
々
の
副
作
用

が
お
こ
る
。
ス
テ
ロ
イ
ド
緑
内
障
、
ス
テ
ロ
イ

ド
白
内
障
、
易
感
染
性
、
創
傷
治
癒
の
遅
延
な

ど
で
あ
る
。
前
二
者
は
、
内
服
が
長
期
に
わ
た

れ
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
避
け
て
通
れ
な
い
問

題
で
あ
る
。

１
、
ス
テ
ロ
イ
ド
緑
内
障

　

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
点
眼
で
も
内
服
で
も
お
こ

る
。
眼
科
で
点
眼
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
眼
圧
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
の
は
な
か
ば
常

識
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
題
は
眼
科
以
外
で
内
服
薬
や
外
用
で
処
方

さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
と
か
く
忘
れ
が
ち
と
な

i
n
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る
。
か
け
も
ち
受
診
が
大
変
な
の
は
良
く
わ
か

る
が
、
だ
ん
だ
ん
と
足
が
遠
の
く
も
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
時
に
往
々
に
し
て
眼
圧
が
上
が
っ
た

り
す
る
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
緑
内
障
で
は
、
た
と
え
眼
圧
が

上
昇
し
て
も
、
眼
痛
や
視
力
低
下
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
自
覚
し
な
い
。
知
ら
な
い
で
い
る
と
、
進

行
し
て
視
神
経
が
萎
縮
し
て
視
力
が
低
下
し
た

り
、
視
野
（
見
え
る
範
囲
）
が
狭
く
な
っ
た
り

し
て
、
も
は
や
眼
圧
を
下
げ
て
も
回
復
不
可
能

な
状
態
と
な
る
。

　

眼
圧
が
上
が
っ
た
ら
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
量

を
減
ら
せ
ば
解
決
す
る
。
全
身
状
態
が
良
好
で

な
か
っ
た
り
、
時
期
的
に
ス
テ
ロ
イ
ド
の
減
量

が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
眼
圧
降
下
薬
を
点
眼
す

る
。
最
近
で
は
点
眼
薬
の
種
類
が
増
え
て
い
る

の
で
、
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
は
で
き
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
肝
要
で

あ
る
。
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
中
は
、
定
期
的
な
眼

科
受
診
を
す
す
め
る
。

２
、
ス
テ
ロ
イ
ド
白
内
障

　

長
期
に
わ
た
る
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
点
眼
や
内

服
で
お
こ
る
水
晶
体
の
混
濁
で
あ
る
。

　

最
初
は
、
か
す
む
、
雲
の
中
に
い
る
よ
う
、

白
い
も
や
が
か
か
っ
て
い
る
、
ま
ぶ
し
い
な
ど

と
訴
え
て
い
る
が
、
段
々
に
見
え
な
く
な
っ
て

い
く
。
老
人
性
白
内
障
と
は
違
っ
て
、
瞳
孔
の

中
心
部
の
水
晶
体
か
ら
濁
り
が
始
ま
る
の
で
、

全
体
が
混
濁
す
る
前
に
日
常
生
活
が
か
な
り
不

便
に
な
る
。
最
初
の
う
ち
は
抗
白
内
障
薬
を
点

眼
す
る
が
、
効
果
は
不
確
実
で
あ
る
。

　

日
常
が
不
自
由
に
な
っ
た
ら
、
手
術
を
し
て
、

混
濁
し
た
水
晶
体
を
と
り
出
す
。
こ
の
際
、
最

近
は
や
っ
て
い
る
眼
内
レ
ン
ズ
の
挿
入
に
は
、

問
題
の
多
い
基
礎
疾
患
も
あ
る
。
眼
内
レ
ン
ズ

を
入
れ
た
方
が
快
適
な
生
活
を
過
ご
せ
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
が
、
適
用
を
あ
や
ま
ら
な
い
よ

う
、
受
け
持
ち
医
と
よ
く
相
談
し
て
き
め
る
。

　

手
術
は
全
身
状
態
の
寛
解
を
ま
っ
て
行
う
。

簡
単
な
手
術
で
は
あ
る
が
、
ど
ん
な
手
術
で
も

ス
ト
レ
ス
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
状

態
の
良
い
時
を
選
ん
で
す
る
。

三
、
慢
性
腎
炎
と
目

１
、
高
血
圧
に
よ
る
眼
底
の
変
化
か
主
で
あ
る

　

慢
性
糸
球
体
腎
炎
の
み
で
は
、
目
に
合
併
症

は
お
き
な
い
。
高
血
圧
を
伴
う
と
腎
機
能
は
悪

化
し
、
腎
不
全
に
お
ち
い
り
や
す
い
。

　

血
圧
が
高
く
な
る
と
、
眼
底
に
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
お
こ
る
。
急
激
な
血
圧
上
昇
で
、
網
膜

の
血
管
（
細
動
脈
）
は
急
に
細
く
な
り
、
血
管

の
管
腔
が
狭
く
な
る
。
ひ
ど
く
な
る
と
網
膜
に

は
出
血
や
白
斑
、
浮
腫
な
ど
、
多
彩
な
変
化
が

あ
ら
わ
れ
、
乳
頭
浮
腫
も
お
こ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
原
因
の
如
何
を
問
わ

ず
、
高
血
圧
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
高
血
圧

で
は
、
眼
底
に
分
布
す
る
血
管
の
よ
う
な
抹
消

血
管
の
抵
抗
性
が
、
昇
圧
に
大
き
な
役
割
を
演

じ
る
。

　

眼
底
は
人
の
体
の
中
で
、
抹
消
血
管
の
変
化

を
じ
か
に
観
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
場
所
で

あ
る
。
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
程
度
を
知
る
た

め
に
、
必
ず
眼
底
が
検
査
さ
れ
る
。
眼
底
検
査

で
得
ら
れ
た
所
見
か
ら
、
脳
や
心
臓
、
腎
臓
な

ど
、
重
要
な
器
官
の
障
害
の
程
度
を
お
し
は
か

り
、
治
療
方
針
を
き
め
た
り
、
予
後
を
判
定
す

る
の
で
あ
る
。

２
、
腎
性
網
膜
症
に
つ
い
て

　

腎
不
全
が
進
行
し
、
尿
毒
症
の
状
態
に
な
る

と
、
血
圧
上
昇
は
さ
け
ら
れ
な
い
。

　

眼
底
の
高
血
圧
性
変
化
は
一
層
強
く
は
げ
し

く
な
る
。
視
力
も
眼
底
病
変
の
程
度
に
し
た
が
っ

一
<
i
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涌
ｍ

ご

て
低
下
す
る
。
こ
れ
を
腎
性
網
膜
症
と
い
う
。

一
般
の
高
血
圧
性
変
化
と
く
ら
べ
て
、
細
動
脈

の
変
化
が
強
く
、
出
血
や
白
斑
が
多
く
、
浮
腫

混
濁
も
濃
い
。
中
に
は
網
膜
が
剥
離
す
る
も
の

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
物
を
み
る
の
に

必
要
で
、
大
切
な
視
細
胞
が
集
ま
っ
て
い
る
眼

底
の
中
央
部
に
好
ん
で
密
集
し
て
現
れ
る
の
で
、

視
力
は
急
に
低
下
す
る
。
そ
の
う
ち
に
動
脈
硬

化
も
進
ん
で
く
る
。

　

昔
は
、
視
力
が
低
下
し
て
、
近
く
の
眼
科
で

眼
底
検
査
を
受
け
、
腎
不
全
が
み
つ
か
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
腎
性
網
膜
症

が
お
こ
る
と
、
余
命
は
二
年
く
ら
い
と
さ
れ
て

い
た
。
最
近
で
は
、
尿
毒
症
に
な
っ
て
も
腎
の

機
能
を
特
殊
の
医
療
機
器
で
代
行
し
た
り
（
透

析
療
法
）
、
腎
移
植
を
受
け
て
長
期
生
存
が
可

能
と
な
っ
て
き
た
。

３
、
透
析
開
始
後
の
眼
底
変
化

　

透
析
を
始
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
薬
を
飲
ん
で

も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
血
圧
が
正
常

化
し
、
透
析
前
に
あ
っ
た
眼
底
変
化
は
改
善
し

て
い
く
。
出
血
や
白
斑
、
網
膜
の
浮
腫
や
乳
頭

の
浮
腫
は
数
ヶ
月
で
吸
収
し
、
視
力
も
回
復
す

る
。
高
度
な
腎
性
網
膜
症
で
は
視
力
障
害
の
残

る
も
の
が
あ
る
。

　

透
析
後
も
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
と
、

動
脈
硬
化
は
進
行
し
、
つ
い
に
は
大
き
な
血
管

が
つ
ま
っ
て
大
出
血
が
お
き
る
。
網
膜
中
心
静

脈
閉
塞
症
や
、
硝
子
体
出
血
な
ど
で
あ
る
。
大

き
な
血
管
が
つ
ま
る
と
、
視
神
経
は
だ
ん
だ
ん

に
萎
縮
し
て
視
力
が
低
下
す
る
。

４
、
透
析
に
伴
う
目
の
異
常

　

一
種
の
不
均
衡
症
候
群
に
よ
っ
て
、
結
膜
浮

腫
が
お
こ
る
。
白
目
の
部
分
が
は
れ
て
、
ひ
ど

く
な
る
と
ま
ぶ
た
か
ら
は
み
だ
し
て
、
痛
み
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
軽
い
も
の
は
放
置
す
る

と
自
然
に
消
え
る
。
ひ
ど
い
も
の
は
手
術
的
に

切
除
。

　

白
目
の
部
分
の
出
血
は
鮮
や
か
な
の
で
び
っ

く
り
さ
せ
ら
れ
る
が
、
球
結
膜
下
出
血
と
い
っ

て
、
一
度
出
血
す
る
と
た
び
た
び
お
こ
る
も
の

で
あ
る
。
透
析
中
は
よ
く
み
ら
れ
る
変
化
で
、

心
配
は
い
ら
な
い
。
結
膜
の
血
管
障
害
や
、
病

気
に
伴
う
凝
固
系
の
異
常
の
あ
る
と
こ
ろ
に
。

　

。
軽
い
け
が
”
を
し
て
お
こ
る
変
化
で
あ
る
。

結
膜
は
眼
球
の
一
番
外
側
に
面
し
て
い
る
の
で
、

知
ら
な
い
う
ち
に
お
き
て
い
る
。
手
足
の
紫
色

の
あ
ざ
、
打
ち
身
な
ど
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
は
透
析
が
導
入
さ
れ
、
体

内
の
環
境
が
急
に
変
わ
る
時
期
に
多
い
。

　

透
析
期
間
が
長
く
な
る
と
、
結
膜
か
ら
角
膜

に
か
け
て
石
灰
が
沈
着
す
る
。
沈
着
す
る
の
は

黒
目
の
内
側
と
外
側
の
外
気
に
ふ
れ
る
部
分
で
、

涙
の
少
な
い
人
に
多
い
。
血
液
中
に
カ
ル
シ
ュ

ウ
ム
や
燐
酸
の
多
い
人
、
二
次
性
副
甲
状
腺
機

能
充
進
の
あ
る
人
に
起
き
や
す
い
。
充
血
や
痛

み
の
あ
る
時
は
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
透
析
療

法
の
進
歩
と
と
も
に
、
最
近
で
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

５
、
慢
性
透
析
に
伴
う
変
化

　

透
析
患
者
の
ほ
と
ん
ど
に
貧
血
が
あ
る
。
一

般
に
は
、
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
が
５
ｇ

／
肘
以
下
に
な
る
と
、
眼
底
出
血
の
頻
度
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
る
。
貧
血
に
よ
る
出
血
は
特

有
の
形
で
、
ひ
ど
い
貧
血
で
は
大
出
血
と
な
り
、

視
力
障
害
は
高
度
に
な
る
。

　

透
析
歴
が
長
く
な
る
と
、
今
度
は
逆
に
し
つ

こ
い
低
血
圧
に
な
や
ま
さ
れ
る
。
眼
底
の
周
辺

部
に
出
血
が
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。

６
、
透
析
中
の
眼
内
手
術

　

透
析
中
も
眼
内
手
術
は
受
け
ら
れ
る
。
眼
内

手
術
は
、
白
内
障
や
緑
内
障
、
硝
子
体
手
術
、

７
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網
膜
剥
離
に
対
す
る
手
術
な
ど
を
さ
す
。
眼
内

手
術
が
透
析
を
受
け
て
い
る
人
に
特
に
多
い
わ

け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
眼
内
手
術
は
術
後
の
視
力
が
問
題

と
な
る
し
、
あ
く
ま
で
も
視
力
回
復
を
期
待
し

て
す
る
も
の
で
あ
る
。
手
術
の
時
期
は
で
き
れ

ば
全
身
状
態
の
良
い
時
を
選
ん
で
慎
重
に
行
な

い
、
術
前
、
術
後
の
透
析
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
、

術
式
や
術
後
の
管
理
と
合
わ
せ
た
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

四
、

腎
移
植
後
の
目
の
管
理

　

透
析
中
は
週
二
～
三
回
の
透
析
が
必
要
な
上

に
、
透
析
特
有
の
眼
合
併
症
が
あ
ら
わ
れ
、
き

め
細
か
い
対
処
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

腎
移
植
を
う
け
る
と
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
か

ら
解
放
さ
れ
る
が
、
代
わ
っ
て
、
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
に
よ
る
副
作
用
に
注
意
を
は
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。

　

移
植
腎
の
長
期
生
着
を
望
む
た
め
に
は
、
現
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腸
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ご

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　

（
毎
週
四
回
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
発
行
）

一
九
九
三
年
九
月
二
十
二
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
誉

会
匹

彗
Ｊ

時
点
で
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
に
代
わ
る
薬
は
な
く
、

長
期
副
作
用
は
さ
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

眼
症
状
が
主
役
と
な
る
難
病
、
例
え
ば
ベ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
や
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
な
ど
で
は
、

視
力
低
下
が
病
気
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
お
の
ず
と
眼
症
状
に
は

注
意
が
は
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、
全
身
症
状
が

メ
イ
ン
と
な
る
難
病
で
は
、
と
か
く
眼
症
状
は

な
お
ざ
り
に
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

今
回
は
注
意
を
喚
起
す
る
意
味
で
、
そ
の
よ

う
な
難
病
に
伴
う
眼
合
併
症
を
と
り
あ
げ
た
。

綴
集
後
記

（
）

国
の
難
病
対
策
の
抜
本
的
見
直
し
が
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
し
た
。
難
病
対
策
費
の
急
増
、

社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
難

病
対
策
の
あ
り
方
を
定
め
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
九
月
一
六
日
に
は
、
難
病
団
体
の
代
表

が
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

全
難
連
と
し
て
は
、
国
の
医
療
政
策
の
中

に
難
病
対
策
が
き
ち
ん
と
織
り
込
ま
れ
、
難

病
患
者
が
等
し
く
医
療
・
福
祉
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

発
行
人
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　
　

東
京
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